
第一部　昭和27年度成績



第1表 昭和27年度国民栄養調査
　　　摂取栄養量　　　　（一人一日当り）

（9）

ストレーター別

栄養量

全国 全都市 郡部

5月　8月　11月　2月　平均 5月　8月　11月　2月　平均 5月　8月　11月　2月　平均

成人換算率
蛋白質

熱量

蛋白質

　計

動物性

植物性

脂肪

含水炭素

熱量

　計

購入物

自家生産、その他

無機質

カルシウム

燐

鉄

ビタミン

A

B1

B2

C



第2表 昭和27年度国民栄養調査
摂取栄養量（一人一日当り）

ストレーター別
栄養量

大都市 中都市 小都市

5月　8月　11月　2月　平均 5月　8月　11月　2月　平均 5月　8月　11月　2月　平均

成人換算率

蛋白質

蛋白質
熱量

　計
動物性
植物性

脂肪
含水炭素

熱量
　計
購入物
自家生産その他

無機質
カルシウム
燐
鉄

ビタミン A

B1

B2

C
第3表 昭和27年度国民栄養調査

　　　摂取栄養量（一人一日当り）

ストレーター別

栄養量

農村 その他

5月　8月　11月　2月　平均 5月　8月　11月　2月　平均

成人換算率 蛋白質
熱量

蛋白質
　計
動物性
植物性

脂肪

含水炭素

熱量
　計
購入物
自家生産その他

無機質
カルシウム
燐
鉄
ビタミン　A　B1　B2 （10）



第4表
（11）昭和27年度国民栄調査

　食品群別摂取量　　　（一人一日当り） 単位＝グラム

食品群
全国 市全都 郡部

5月　8月　11月　2月　平均 5月　8月　11月　2月　平均 5月　8月　11月　2月　平均

穀類
米
大麦
小麦
雑穀

堅果類

甘藷
いも類 馬鈴薯

その他のいも類
砂糖類

油脂類

豆類
大豆
味噌
大豆製品
その他の豆類

魚介類 生物
乾物

獣鳥肉類
卵類
乳及び乳製品 乳

乳製品

野菜及び

果実類

緑黄色野菜
柑橘類
その他の果実
その他の野菜

海藻類
加工野菜 乾物

漬物
調味嗜好品 醤油

その他

動物性食品計
植物性食品計

合計



第5表 昭和27年度国民栄調査
食品群別摂取量　　（一人一日当り） 単位＝グラム

食品群
大都市 中都市 小都市

5月　8月　11月　2月　平均 5月　8月　11月　2月　平均 5月　8月　11月　2月　平均

穀類
米
大麦
小麦
雑穀

堅果類

甘藷
いも類 馬鈴薯

その他のいも類
砂糖類

油脂類

豆類
大豆
味噌
大豆製品
その他の豆類

魚介類 生物
乾物

獣鳥肉類
卵類
乳及び乳製品 乳

乳製品
緑黄色野菜類
柑橘類
その他の果実類
その他の野菜類
海藻類
乾燥野菜類
野菜漬物
調味嗜好品 醤油

その他
動物性食品計
植物性食品計
　　合計

（12）



（13）
第6表

昭和27年度国民栄調査

　　　　食品群別摂取量　　　（一人一日当り） 単位＝グラム

食品群
農村 その他

5月　8月　11月　2月　平均 5月　8月　11月　2月　平均

穀類
米
大麦
小麦
雑穀

堅果類

甘藷
いも類 馬鈴薯

その他のいも類

砂糖類

油脂類

豆類
大豆
味噌
大豆製品
その他の豆類

魚介類 生物
乾物

獣鳥肉類
卵類
乳及び乳製品 乳

乳製品
緑黄色野菜類
柑橘類
その他の果実類
その他の野菜類
海藻類
乾燥野菜類
野菜漬物
調味嗜好品 醤油

その他
動物性食品計
植物性食品計
　　合計



第7表 昭和27年度国民栄養調査成績
　食品群別熱量及び栄養素比率　　　（一人一日当り） （昭和27年度平均）

食品群

全国

数量　熱量　蛋白質　脂肪　含水炭素 カルシウム　燐　鉄　ビタミンA　ビタミンB1　ビタミンB2　ビタミンC

1．穀類
米
大麦
小麦
雑穀
　計

2．堅果類

甘藷
3．いも類

馬鈴薯
その他のいも類
　計

4．砂糖類

5．油脂類

6．豆類

大豆
味噌
大豆製品
その他豆類
　計

7．魚介類 生物
乾物

8．獣鳥肉類
9．卵類

10．乳及び乳製品
　　乳
　　乳製品
　　　計

11．緑黄色野菜類
12．柑橘類
13．その他の果実類
14．その他の野菜類
　　　　計
15．海藻類
16．乾燥野菜類
17．野菜漬物
18．調味嗜好品　　醤油

　　その他
　　動物性食品計　植物性食品計　合計
（註）　1）燐は5月、8月は荷重平均成分表によつて食品群別に計算し11月、2月は各食品毎に計算し食品群に集計した。

　　　　2）四捨五入のため合計欄の合計数と実際合計数は同じではない。 （14）



第8表 昭和27年度国民栄養調査成績

　食品群別熱量及び栄養素比率　　　（一人一日当り） （昭和27年度平均）

全都市

（15）

　　食品群 数量　熱量　蛋白質　脂肪　含水炭素 カルシウム　燐　鉄　ビタミンA　ビタミンB1　ビタミンB2　ビタミンC

1．穀類

米
大麦
小麦
雑穀
　計

2．果堅類
甘藷

3．いも類 馬鈴薯
その他のいも類
　計

4．砂糖類

5．油脂類

6．豆類
大豆
味噌
大豆製品
その他の豆類
　計7．魚介類 生物
乾物8．獣鳥肉類

9．卵類
10．乳及び乳製品

　　　乳
　　乳製品
　　　計

11．緑黄色野菜類
12．柑橘類
13．その他の果実類
14．その他の野菜類
　　　　計
15．海藻類
16．乾燥野菜類
17．野菜漬物
18．調味嗜好品

　　醤油
　　その他

　　動物性食品計
　　植物性食品計

合計
（註）　1）燐は5月、8月は荷重平均成分表によつて食品群別に計算し11月、2月は各食品毎に計算し食品群別に集計した。
　　　　2）四捨五入のため合計欄の合計数と実際合計数は同じではない。



第9表 昭和27年度国民栄養調査成績
食品群別熱量及び栄養素比率　　　（一人一日当り） （昭和27年度平均）

群部
食品群

数量　　熱量　　蛋白質　　脂肪　　含水炭素　　　　カルシウム　燐　鉄　ビタミンA　ビタミンB1　ビタミンB2　ビタミンC　

1．穀類
米
大麦
小麦
雑穀
　計

2．堅果類

甘藷
3．いも類

馬鈴薯
その他のいも類
　計

4．砂糖類

5．油脂類

6．豆類

大豆
味噌
大豆製品
その他の豆類
　計

7．魚介類 生物
乾物

8．獣鳥肉類
9．卵類

10．乳及び乳製品
　　　乳
　　乳製品
　　　計

11．緑黄色野菜類
12．柑橘類
13．その他の果実類
14．その他の野菜類
　　　　計
15．海藻類
16．乾燥野菜類
17．野菜漬物
18．調味嗜好品　　醤油

　　その他
　　動物性食品計　植物性食品計 合計 

（註）　1）燐は5月、8月は荷重平均成分表によつて食品群別に計算し、11月、2月は各食品毎に計算し食品群別に集計した。
　　　　2）四捨五入のため合計数と実際合計数は同じではない。 （16）



第10表の1 （17）
昭和27年度国民栄養調査
　　　　身体症候発現率表（％）

症候別

全国 全都市

　5月　　　　8月　　　　11月　　　　2月　　　　平均

男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　

　5月　　　　8月　　　　11月　　　　2月　　　　平均

男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　

貧血
毛孔性角化症
口角炎
腱反射消失
浮腫

慢性胃腸障害
徐脈
月経遅延及び無月経
母乳分泌不良
健康者
有症者

第10表の2 第11表の1

郡部

　5月　　　　8月　　　　11月　　　　2月　　　　平均
男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均

症候別

大都市

　5月　　　　8月　　　　11月　　　　2月　　　　平均
男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均

貧血
毛孔性角化症
口角炎
腱反射消失
浮腫

慢性胃腸障害
徐脈
月経遅延及び無月経
母乳分泌不良
健康者
有症者



第11表の2 昭和27年度国民栄養調査
　　　　身体症候発現率表（％）

症候別

中都市 小都市

5月　　　　8月　　　　11月　　　　2月　　　　平均

男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　

5月　　　　8月　　　　11月　　　　2月　　　　平均

男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　

貧血
毛孔性角化症
口角炎
腱反射消失
浮腫

慢性胃腸障害
徐脈
月経遅延及び無月経
母乳分泌不良
健康者
有症者

第12表 昭和27年度国民栄養調査
　　　　身体症候発現率表（％）

　症候別

農村 その他

5月　　　　8月　　　　11月　　　　2月　　　　平均
男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　

5月　　　　8月　　　　11月　　　　2月　　　　平均
男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　

貧血
毛孔性角化症
口角炎
腱反射消失
浮腫

慢性胃腸障害

徐脈
月経遅延及び無月経
母乳分泌不良
健康者
有症者 （18）



第13表 昭和27年度国民栄養調査
歯牙異常状態調査 （昭和27年度平均）

全国 全都市 郡部

年令 欠損歯 う歯 欠損歯 う歯 欠損歯 う歯

有症率　　一人当り
本数　　　　　　　　　　本数

有症率　　一人当り 有症率　　一人当り
本数　　　　　　　　　本数

有症率　　一人当り 有症率　　一人当り 有症率　　一人当り

本数　　　　　　　　　本数

（19）



第14表 昭和27年度国民栄養調査
身長、体重、胸囲、座高の平均値及び標準偏差（全国） 単位　身長＝cm．　体重＝kg．

　　　胸囲＝cm．　座高＝cm．

男 女

年令

人員
身長 体重 胸囲 座高

平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　

身長　　　体重 胸囲 座高
人員 平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　

（20）



第15表
　　　　　　　　　　　　　　（21）

昭和27年度国民栄養調査
身長、体重、胸囲、座高の平均値及び標準偏差　　（全都市） 単位　身長＝cm．　体重＝kg．

　　　胸囲＝cm．　座高＝cm．

男 女

年令
人員

身長 体重 胸囲 座高
平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　

身長 体重 胸囲 座高
人員 平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　



第16表
昭和27年度国民栄養調査
身長、体重、胸囲、座高の平均値及び標準偏差 （郡部） 単位　身長＝cm．　体重＝kg．

　　　胸囲＝cm．　座高＝cm．

男 女

年令
人員

身長 体重 胸囲 座高
平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　

身長 体重 胸囲 座高
人員平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　

（22）



（23）

第17表 昭和27年度

初潮年

被調査者年令
初潮年令

被調査者数

全国

計

初潮年令　　　　　　全

被調査者数

合計



（24）

国民栄養調査

令調査 昭和27年5月調査

都市
　　　初潮年令　　　　　　　　　　郡部　　　　

計 被調査者数
計



第二部　年次別成績



第18表

昭和24～27年度　国民栄養調査
　　摂取栄養量（一人一日当り） 単位＝グラム

（27）

全国 全都市 農村郡部

24年　　　25年　　　26年　　　27年 24年　　　25年　　　26年　　　27年 24年　　　25年　　　26年　　　27年

成人
換算率

蛋白質
熱量

蛋白質
動物性
植物性
　計　

脂肪

含水炭素

熱量

無機質
カルシウム
　　燐
　　鉄　

ビタミン
　　A
　　B1
　　B2　
　　C

第1図　　摂栄養養量

熱量

昭和24年　　25年　　26年　　27年

蛋白質

（動物性蛋白質）

昭和24年　　25年　　26年　　27年

脂肪

1人1日当り基準量
全都市

郡部

昭和24年　　25年　　26年　　27年



第19表
昭和24～27年度国民栄養調査
　食品群別摂取量（一人一日当り） 単位＝グラム

全国　　　　　　　　　　　　　　　　全都市 農村（郡部）

24年　25年　26年　27年 24年　25年　26年　27年 24年　25年　26年　27年
食品群

穀類
米
大麦
小麦
雑穀
　計

堅果類
甘藷

いも類
馬鈴薯
その他のいも類
　計

砂糖類

油脂類

豆類

大豆
味噌
大豆製品
その他の豆類
　計

動物性食品

魚介類 生物
乾物

獣鳥肉類
卵類
乳
乳製品
　計

野菜及び
果実類

緑黄色野菜
柑橘類
その他の果実
その他の野菜
　計

海藻類

加工野菜
乾物
漬物

計

調味嗜好品
醤油
その他

　　合計

（28）



第2図 穀類の摂取量

全都市 郡部

雑穀

小麦

大麦

米

昭和25年　26年　27年　昭和24年　25年　26年　27年

第3図 食品群別の摂取状況

（29）

食品群別の摂取状況 　　全都市

　　郡部

油脂類

魚介類

乳と乳製品

緑黄色野菜類

　昭和24年　　　25年　　　26年　　　27年



（30）

第20表

昭和24～27年度　国民栄養調査
　身体症候発現率表（％）

症候別
全国

24年　25年　26年　27年

貧血
毛孔性角化症
角膜乾燥、軟化症
口角炎
舌炎及び口内炎
腱反射消失
浮腫
慢性下痢
慢性胃腸障害
徐脈
月経遅延及び無月経
母乳分泌不良
健康者
有能者

全都市

24年　25年　26年　27年

農村（郡部）

24年　25年　26年　27年

第4図

身体症候発現率

郡部

症候別 貧血 毛孔性角化症 口角炎 腱反射消失 浮腫 徐脈 月経遅延及び無月経 母乳分泌不良 有症者

全都市

昭和24年
昭和25年
昭和26年
昭和27年



第21表
（31）

昭和22～27年度国民栄養調査
身長、体重の平均値（全国）

単位 身長＝cm
体重＝kg

年令
男 女

身長 体重 身長 体重

22年　23年　34年　25年　26年　27年 22年　23年　24年　25年　26年　27年 22年　23年　24年　25年　26年　27年 22年　23年　24年　25年　26年　27年



（32）

第5図
昭和27年度，全国身長・体重表（男子）

基準値

昭和27年

昭和22年

身長

体重

身長　体重
年令

第6図　　　　　　　　昭和27年度．全国　身長・体重表（女子）

基準値

昭和27年

昭和22年

身長

体重

身長　体重
年令



第22表 昭和22～27年度国民栄養調査
　　　身長、体重の平均値（全都市）

単位 身長＝cm．
体重＝kg．

男 女

身長 体重 身長 体重

22年　23年　24年　25年　26年　27年　22年　23年　24年　25年　26年　27年　22年　23年　24年　25年　26年　27年　22年　23年　24年　25年　26年　27年

（33）



第23表 昭和22～27年度国民栄養調査

　　　身長、体重の平均値（郡部）
単位 身長＝cm．

体重＝kg．

男 女

身長 体重 身長 体重

22年　23年　24年　25年　26年　27年　22年　23年　24年　25年　26年　27年　22年　23年　24年　25年　26年　27年　22年　23年　24年　25年　26年　27年

（34）
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第7図　　　　　昭和27年度．全都市・郡部別　身長・体重表（男子）

基準値
全都市
郡部

身長

体重

身長　体重　年令

第8図　　　　　昭和27年度．全都市・郡部別　身長・体重表（女子）

基準値
全都市
郡部

身長

体重

身長　体重　年令



第24表 昭和25～27年度国民栄養調査
胸囲の平均値 単位＝cm．

年齢

全国 全都市 農村（郡部）

男 女 男 女 男 女

昭和25年　昭和26年　昭和27年　昭和25年　昭和26年　昭和27年 25年　26年　27年 25年　26年　27年 25年　26年　27年 25年　26年　27年

（36）



第三部　参考資料



第25表 国民平均体位基準表 （食糧及び栄養対策審議会）

年齢
男 女

身長　　　　　　　　　　　体重 身長　　　　　　　　　　　　体重

新生児

（註）　本表は日本人の体位を判定する上の暫定的統一基準を得るために設定されたものであり、厚生省衛生統計委員

　　　会の体力及び栄養に関する第八専門部会に於いて承認採択されたものである。資料は満五歳以下を斎藤潔氏の
　　　昭和十五年～十七年間に亘る全国都鄙調査24，709人の平均を用い、満六歳より十三歳間は文部省の昭和十二

　　　年度全国学童統計の平均値を用い、満十四歳より六十までは一色嗣武氏の昭和二年～十年に亘る帝国生命保険
　　　会社の保険申込者男子103，870人、女子28，981人の平均値を保険年齢より満年齢に換算したるものを用い六
　　　十一歳以上は厚生省全国栄養調査の昭和二十三年十一月分調査の集計値に一定の補正を加えたるものを用いて

　　　作つたものである。但し女子二十一歳～三十歳の体重は他の資料に照し若干修正した。

第26表

栄養素の欠乏に基く身体症候

熱量　蛋白質　ビタミンA

ビタミンB1　ビタミンB2

ビタミンB複合体　ビタミンC

カルシウム　鉄　燐

栄養素

身体症候

体重減少

貧血

毛孔性角化症

角膜乾燥症
角膜軟化症

口角炎
舌炎及び
口内炎
腱反射消失

浮腫

慢性下痢

徐脈

月経遅延
無月経

母乳分泌不良

（39）
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第27表　　　　日本人年令別・性別・労作別熱量及び蛋白質所要量

（1）　日本人年令別・性別熱量及び蛋白質所要量

年令

新生児

男 女

　　熱量　　　　　　　蛋白質　　　　　　　熱量　　　　　　　蛋白質

〔注〕　1）　0才とは生後満1年まで、1才とは1年1日から満2才までを指す。以下同じ。かつ栄養所要量の数
値はその年間の中央値を示す。

　　　　2）　新生児は0才中に含まれるのであるが、生後2週間以内の状態を示すために特に掲げたものである。

　　　　3）　0才の蛋白質所要量は人工栄養で30gある。

（2）　日本人成年労作別熱量及び蛋白質所要量

労作別

軽労作

中労作

強労作
重労作
激労作

　　男　　 　　女　　

　熱量　　　　　　　蛋白質　　　　　　熱量　　　　　　　　蛋白質

〔注〕21～60才を成年とする。17才から20才までの発育期及び61才以上の老年期のものにて、特殊の労働に携わ
　る場合は、中労作とその労作度との差額をそれぞれの年令別所要量に附加するものとする。
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（3）妊婦及び授乳婦熱量及び蛋白質所要量

期別
種別

妊婦　　　　　　　　　　　　　　　授乳婦

前半期　　　　　　　　後半期 全期
（5カ月まで）　　　　　（6カ月以後） （満1年まで）

熱量

蛋白質

　〔注〕妊娠及び授乳は成年期として年令別考慮を要せず、又この両期間中は特殊な労働に従事せぬのを原則と

　　　　して労作別考慮を要しない。

　備考：第3表はすべて昭和24年国民食糧及び栄養対策審議会の答申である。

　第28表　　　日本人年令別・性別・労作別無機質及びビタミン所要量

カルシウム　鉄　ビタミンA 　ビタミンB1　ビタミンB2　ナイアシン　ビタミンC　ビタミンD　食塩

　　　（サイアミン） （リボフラビン） （ニコチン酸） （アスコルビン酸）
種頬
単位

性別・労作別・年令別

男

軽労作

中労作

強労作
重労作

激労作

女

軽労作

中労作

強労作

重労作

妊婦

前期

後期

授乳婦
小児（13才未満）

　1才未満

　1～3才

　4～6才

　7～9才

　10～12才
青少年（13才以上）

男 13～15才
16～20才

女
13～15才
16～20才

〔注〕同一国際単位I.U.で表示されたビタミンAの効力は、カロチンによる場合は、ビタミンAによる場合

　の1/2である。

備考：第4表は昭和28年11月24日、資源調査会第56回会議において審議可決された。
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第29表 日本人一人一日当り栄養基準量

熱量

蛋白質

カルシウム

鉄

ビタミンA

ビタミンB1

ビタミンB2
ナイアシン（ニコチン酸）

ビタミンC

ビタミンD

食塩

1人1日当り基準量

〔注〕　1.　動物性蛋白質は、全蛋白質の30％以上。

　　　　2.脂肪は当面の目標として1人1日30g。

　　　　3．I.U．は国際単位の略号。

　　　（昭和28．11．24.　総理府資源調査会決定）

第30表 日本人食糧構成試案（一人一日当り）

食品群別 さしあたり　　　　10年後 　　備考
27年度摂取量

穀類

米

大麦

小麦

雑穀

堅果類

いも類
甘藷

馬鈴薯

その他のいも類

砂糖類

油脂類

豆類

大豆
味噌
大豆製品
その他の豆類

動物性食品

魚介類
獣鳥肉類
卵類
乳
乳製品

野菜及び果物

緑黄色野菜
柑橘類
その他の果実
その他の野菜

海藻類

加工野菜
乾物
漬物

調味嗜好品
醤油
その他

〔註〕　1．昭和22年3月11日、食糧及び栄養対策審議会決定のもの。

　　　　2．昭和27年摂取量は、国民栄養調査成績27年度のもの。
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第31表 食糧の需給状況 （経済審議庁バランスシートより）

生産

外国貿易

純食糧
一人一日当り供給

備考食品名 度年 単位 総輸出　総輸入
数量　熱量　蛋白質

　　米

　小麦

　大麦

　裸麦

雑穀

豆類 大豆を除く

甘藷

馬鈴薯

蔬菜

果実

魚類
（生鮮及冷凍）

魚類
（乾燥、塩漬） くんせいを含む

魚類
（罐詰）

貝類 生鮮、冷凍、乾燥、
塩漬、くんせい、缶詰等

　　　〃

　　　〃

その他水産物

藻類

獣鳥肉類 牛、豚、馬、鶏、
兎、鯨肉等

鶏卵

牛乳及乳製品

油脂

大豆

脱脂大豆

砂糖 精糖のみ

味噌

醤油

塩
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第32表

品名

外国人の摂取食糧構成　（一人平均一年間）
　　　　　　　　　　　　　　　単位　kg．

　　　　　年度

国名

日本
インド
パキスタン

オーストラリア
デンマーク

イタリー
ニユージーランド

イギリス
カナダ

アメリカ
エジプト

フランス

穀類 いも類 砂糖類 豆類
獣鳥

肉類

一人一日当り
乳及

乳製品
油脂類 総熱量 総熱量に

対する動
物性食品
熱量比率

〔註〕（1）日本の数値は昭和27年度国民栄養調査成績による。外国のものはF．A．O食糧生産統計による。
（2）穀類は粉及び精米、日本のものは米、大麦、小麦、雑穀。

（3）いも類は甘藷、カツサバ等を含む（いも粉、マニオツク粉、その他いも及びカツサパと云ふ言葉で
呼ばれる根菜粉を含む）（日本のものは甘藷、馬鈴薯、その他のいも類）
（4）精糖を云ひ、シロツプ蜂蜜を除く、日本のものは砂糖及び砂糖製品を含む。
（5）乳及び乳製品は生乳及び乳製品でバターを除く。日本のものも同じ。
（6）総熱量に対する動物性食品熱量比率は肉、卵、魚、乳、チーズ、バター、油脂の熱量比率、日本の
ものはバター、油脂を除く。

第33表　　　　　　　重量換算表
　　　匁より瓦へ換算　　　　　　　　　瓦より匁へ換算

匁　瓦　匁　瓦　匁　瓦　匁　瓦　匁　瓦　匁　瓦　匁　瓦　匁　瓦　

1


